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eq∴ ニe^- : e^- :i-'e/, (2･1)
で表わされ,lox,13なる変換係数が,すべての特徴を代表することになる｡ 非対称場
の計量は






で与えられ,Wかま純変形場の変化に対応 し, 赫 ま物理場 (eqiからの寄与を表わ す と
いえる｡一方,






坑 - ∂pwKl-eK∂pel , TpON- ∂pw… -iOapeK (2･5)
が得られる｡
さて,このようにみてくると,物理的相互作用場は,鄭 禅 的には(glo,TpOK)によ
って把握され,又,よ｡本質的には,各点に (lox)が付随 した形で,独立変数が elemePt
ofsupport(x-K ,lox)に帰着f/ることが主張できるQつまり,相互作用なるものは, 純










910- 甘 alK , TpO}- lKOrpGl (3･1)





∂Jwdx′- I fK 8ⅩKdx+ JT;応 ∂ }OKdxv V V (3･2)
が成立っO,但し,右辺は外部仕事で, fEは外力, T;Kは外場からの作用九 dxは体積要
素である｡一方,
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(3･3)
とお くo但 し, 占o^ は一般的な非対称応九 p'o叫は-般的なモーメント応力に相当 し,
いずれも相互作用力に他ならない｡この時, (3･3)と(3･3)を用いることにより,変分 -
(ohgjoI∂rpOj)を計算 して代入 してやることにより,相互作用場の方程式 として
6jOx ‥I;K≡ -oPf:gpo+ 〟･o^〝,pKl- T;K






立っから, }芝 - eoeKとおいて,
スOK- eOeK , 左O- eKeO





∂eK;OPKep + oPj el lpK+p･olp lOK (∂〟eス)-∂p(p･ORPeO) -FK (3･6)
を得るo但 し,FKは (∂e㍍)に対する外力であるO今,
スOK-60K+AOK ･l去 - 6三一A芸
とお くことにすれば, (3･6)は,更に
(3･7)
㊧Kリー OPKAニー JPyAKp-pI;^PAUKrp>言ap(〟'OxpA;e")eレ-FKey (3･8)1
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とかきなおせる｡但し,⑪ 応レは,禰 互作用｣が存在 しない時の, 鈍重形場?応力で,














































































































〆 + rpr-jV^ vP+ 2I7(Kpo)vpvO + roKp vOvP- o (6･1)/∫-●■














としては, ㌔ のみ しか考慮に入れられない｡そこで, (6.2)の ∂Oの卑 ま消失 させてし
まい, しかる後に (6･1)に代入すれば
÷K+ 轟 )Vスvp･21芸T(KpA)V〝vO+ (apスoK)Ⅴ〝vO
十 APl轟 芸l)VOvP- o (6･3)
とかきなおせる｡更に, (3･7)の如 くに仮定することにして, 純変形場の量と相互作用
量とに分解すると, (6･3)は
;隼 か ^V〝+2(,:告 AlrpKl- ∂pAK)vP十 (γE-2AP γLK)-o (6･4)
となる｡但 し, (0)弓旨標を固定 し,A3≡-Ajとかくことにし,又, rLx≡,pKovO ,
･K≡,oKpvOvPとおいた ｡ ,LKは V化 対する抵抗係数, γGは外力項を意味する｡ 相互
作用が考えられない時は, Aに-Oとおいてやって,
IE ≡ iK +rpKIV人vP + 2γLKvP + rx (6･5)
が成立っことになる｡これは,純変形場の運動方程式¢こ他ならない｡従って, (6･5) を
用いると, (6･4)紘
IE- 2rpKIA^ VL 2亮 KAP- 2(∂〟AK)V〝- o (6･6)





V - i: vK





の如 くに与えられるこ但し,COPは electricconductivity.peは chargedensity,
kOPは thermo-electric coefficient(=COIFT〟)であるo従って, 今,
)Li-≡pe62-AOK
とおくことにすれば,
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